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ベクチン酸酵に就いて第8報
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(1)酒精による酵素の分別
P. expansumの 25倍の71<による菌糸抽出
液に酒糟をと加えて、酒糟の重量%0-切で沈澱
ず予部分と印，:，，75%で沈癒する部分とに分け、
各沈殻を菌糸重量の5傍の水に溶かし、 F弱者に
就てペグチン溶液に対する遁兎惜の増加、粘度
の低下及 protopectinase作用洋測定した。
第1及第2表にその結果左示した。
第 1
(2)酵素によるベクチンの分解申間輸
の分離 鹸化 l北基質Fの2%溶液2∞cc
(pH 4.2) R. triticiの菌糸5.0gを1∞ccの
71くで抽mしたもの亙水10()cを加えて、S!)OC陀
68時間作用さした後、 4N硫酸5.0cc及94%酒
精を重量%50となるまで加えて沈澱する部分を
除き、更に75%になるまで酒糟を加え生守る沈
灘を取れ 504"の反臓がた〈なるまを邸%酒
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反酷液の組$.;.
2~ペクチシ酸 F溶液(鹸化) 1 cc 
或は2%ペグチンA溶液〈般化せすウ lcc
，;¥-fcr lvaine buffer 
71< 
酵
0.3cc 
O.4cc 
O.3cc. 素 液
温度 350C， pH 4.2. 
酒糟陀よって還元糖生成の著しい部分と粘度
の低下の著じい部分占ご年分別せられた。との場
合もやはり粘度の低下め顕著な部分は mace-
ration "の枠用が強かワ売。但し Davison場わ
の綜果と反対に還元構生成の著しいものは酒精
の濃度の低い部停に沈捜した。
精で洗い無71<酒糟及;:z:.-テ)vで処理して 500C
:で乾煉さした (A)。温液にパりグ71<を加えて
pH-'4.5とし沈澱&集めて酒精で洗い開。Cで
乾操し、7l<30cc及4N硫酸を加え pH1.8と
して BaSO~ を除去し‘揖液に 6傍の然水酒精
を加え生やる沈澱を分峰説糠乾燥した(問。'A
2.48g B 0.69gが得られた。その組成を第3
喪に示した。 A及Bは7l<帯性の白色無定形勝末
でBの方は梢荷吸糠性が強かった。分別が不十
分で単一なぢのとは考えられないが Ehrlich
の tetragalacturon酸 b向 ・よりも還元力強
< digalacturon酸を主歳分どしてゐるので
はないかとJ思われる。
第 3 表
1 I ゥロ:.-."I 二三二よζZ;
| γI~I恨吋(起芝叫す)
A I 18.96 I '61.86 I 
B I 18.44 I 66.27 I 
65.3 
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(3)分解申聞物に対する酵素作用
基質2，五溶液1・cc(pH 4.2)，酸素波 (P.
ex:pan8umを酒精で分別したもの I.MII) ~ • 
(a事研究第:l8~修4 量! l:綿一124-買 1919)・ - 3ー
水を加えて全容 2.OccJ:. l;. 350C で作用せし
めた。結果を第4及第5表に示した。酵素液は
第4表では IO.15cc.1 O.3Occ第5表では I
O.12cc. 1 0.30由を加え党。第4表より高分
子のペクチシ酸Fに対してt及1Iの作用力は
同じであるが之よりも偶分子と考えられる其の
他のものに対しては Iが1 よりも溢元糟の生
成が大である。 R.triticiによる分解中間物、
に対して最も 1J:. 1の作用力の差が著しかっ
た。アラぷン多き村タチYに対しては其の差は
そんなに著し〈はたい。従って Iと1のペタ
チYに対する作用の望書はarabanaseによるも
のとは考えられないる第5表ではペタチン酸F
に対して Iが1 よbも還元楢生成が弱いにも
拘らや、 R.triticiによる分解中間物に対して
は反対に作用が著しい。
3島
第 4 表
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R. triticiによる分解中間物 A 0.77 0.24 
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第 5 表
5hr. 13hr. 
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A I 0.38 0.83 
A II C.12 ().24 
' B I 0.34 0.71 
B II 0.03 O.ι7 
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(4)考察著者等は前報(4)でペタチ，y質
分解酵幸生ペグチン溶液に対して粘度の下降頴
箸で遁先糖生成の弱い pectinase. 粘度の下
降よりも還元塘生成の著しい:pectinase及
pectase ~.三つに分類した。即ち従来の pro­
topectinase とA グチン溶液に対-して粘度の
.下降が箸レ〈還元糖生成の弱い pectinaseと
を明ー←の酵素であると推定じた。本報ではペク
チン溶液に対する作用の仕方の相違即ち一方が
粘度の下障が著しく他方が還元櫨の生成が願者
となる理由K就芯実験を行った。 polygalact.-
uron酸が酵業で分解する時夫の三つの様式が
考えられる。
(1) polygalacturon酸
二種の polyase
→ d-galacturon酸
(2) pqlygalacturon酸
poly ー{ー叫 d.galacturon酸 、
poly.ase 
---1，.ー →‘分解中間物一一→ d.galac.
旬 ron酸
(3) l(olygalacturon酸
polyase .'1: ~~ 1~ ~.... .~_ wo olig~se -一一→ digalacturQn酸ーーー→
d.galacturon酸
Ehrlich叫主 polygalacturon酸が声援 d-
galactIlron酸に分解されるように考えてゐる
が背かぴの菌糸を長期間作用さした震にとのよ
う汲結集になったものと息われる。本報の実験
結果から oligaseの存在する事は確かなようで
ある。3tR. triticiによるベクfYめ分解中
間物は，Ehrlichの tetragalacturon酸 bと
d-galacturon酸の中聞の還元11を有し、反膳
液から約的%の'比較的高い牧量で毎られる事及
R. tritici菌糸抽出液や P_expansum菌糸
抽出液の酒精分別物 1 を作用さした場合が I
を作用さした時に較べてホロと多い』段量で偽ら
れる事等からペグチ，ジが分解する時(3)の様式
を考えた方が正しいようである。即ちペグチY
も澱粉や繊維棄と同棋に polyaseと oligase
によってこ段に分解される事が推定される。，と
の際 polyaseと従来の protopectinaseは同
マの酵素である主考五られる。
絡に懇切な御指1J並に梅枝摘を賜った片桐先
生ft対し深甚の諒窓を表す名。
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